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WB 1:500-1:2000,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:200-1:500,IP 1:20-1:50

Calculated MW:52 kDa; Observed MW:52 kDa

FKBP4

HBI; p52; Hsp56; FKBP51; FKBP52; FKBP59; PPlase
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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、免疫調節およびタンパク質の折り畳みと輸送に関わる基本的な細胞プロセスにおいて役割を果たすイムノフィリンタンパク質ファミリーのメンバーです。このコードされたタンパク質は、免疫抑制剤FK506およびラパマイシンに結合するシス-トランスプロリルイソメラーゼです。FK506結合タンパク質1A（FKBP1A）と構造的および機能的に高い類似性を有しますが、FKBP1Aとは異なり、このタンパク質はFK506と複合しても免疫抑制活性を示しません。インターフェロン調節因子4と相互作用し、Bリンパ球およびTリンパ球における免疫調節遺伝子の発現において重要な役割を果たします。このコードされたタンパク質は、フィタノイルCoAα-ヒドロキシラーゼと会合することが知られています。また、2つの熱ショックタンパク質（hsp90およびhsp70）と会合できるため、ステロイドホルモン受容体のヘテロオリゴマー形態の細胞内輸送において役割を果たしている可能性があります。このタンパク質はアデノ随伴ウイルス2型ベクター（AAV）と強い相関を示し、ヒト細胞株におけるAAVを介した遺伝子発現を著しく増加させます。したがって、このタンパク質は、ヒト遺伝子治療におけるAAVベクターの最適な使用に重要な意味を持つと考えられています。ヒトゲノムには、この遺伝子に類似した非転写性擬遺伝子が複数存在します。[RefSeq提供、2008年9月]
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	FKBP4 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

